
平
成
28
年
度
の
埼
玉
Ｃ
Ｓ

Ｃ
交
流
会
役
員
会
が
４
月
15

日
開
催
さ
れ
、
前
年
度
の
役

員
や
各
サ
ー
ク
ル
の
代
表
者

な
ど
が
集
ま
っ
た
。

こ
の
会
議
で
は
平
成
27
年

度
Ｃ
Ｓ
Ｃ
交
流
会
の
決
算
報

告
・
監
査
報
告
の
他
、
第
９

回
埼
玉
フ
ェ
ス
タ
の
収
支
が

報
告
さ
れ
た
。
同
時
に
、
新

年
度
役
員
の
選
出
や
今
後
の

会
議
日
程
な
ど
の
協
議
が
行

わ
れ
た
。

い
ず
れ
の
議
題
も
５
月
13

日
の
第
１
回
Ｃ
Ｓ
Ｃ
交
流
会

代
表
者
会
議
に
て
発
表
さ
れ
、

承
認
を
受
け
て
い
る
。

ま
た
、
今
年
度
の
第
10
回

埼
玉
フ
ェ
ス
タ
の
開
催
日
を

10
月
８
日
（
土
）
と
９
日

（
日
）
の
２
日
間
と
決
定
し

た
。
同
時
に
、
埼
玉
フ
ェ
ス

タ
の
開
催
日
決
定
に
伴
い
、

フ
ェ
ス
タ
開
催
の
告
知
に
関

す
る
チ
ラ
シ
の
配
布
を
、
可

能
な
限
り
早
く
作
成
す
る
こ

と
と
し
た
。

フ
ェ
ス
タ
の
公
開
講
演
会
を

放
送
大
学
副
学
長
に
依
頼

平
成
28
年
度
の
活
動
計
画

と
し
て
、
記
念
す
べ
き
第
10

回
目
と
な
る
埼
玉
フ
ェ
ス
タ

に
は
、
放
送
大
学
の
來
生
新

（
キ
ス
ギ

シ
ン
）
副
学
長

に
講
演
を
依
頼
す
る
事
と
決

定
し
た
。
な
お
、
埼
玉
学
習

セ
ン
タ
ー
の
渋
谷
所
長
が
放

送
大
学
本
部
に
、
副
学
長
の

講
演
を
申
請
す
る
役
目
を
引

き
受
け
て
下
さ
っ
た
。

新
役
員
選
出

新
年
度
の
役
員
選
出
で
は
、

代
表
に
嶋
﨑
洋
明
（
未
来
の

会
）
が
４
期
目
の
留
任
を
引

き
受
け
た
。
ま
た
、
副
代
表

に
武
内
英
則
（
放
送
大
学
埼

玉
同
窓
会
）
・
高
山
和
彦

（
熟
年
会
）
・
篠
田
安
彦

（
江
戸
時
代
の
古
文
書
を
読

む
会
）
、
田
口
一
宏
（
ソ
シ

ア
ル
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ
）
、
会

計
に
松
井
喜
義
（
健
康
体
操

研
究
会
）
・
赤
木
美
恵
子

（
バ
ラ
ン
ス
体
操

悠
悠
ク

ラ
ブ
）
、
会
計
監
査
に
堀
江

加
壽
代
（
朗
読
の
会
「
こ
こ

ろ
」
）
が
、
そ
れ
ぞ
れ
選
出

さ
れ
た
。

事
務
局
で
は
、
事
務
局
長

に
野
呂
生
男
（
サ
ー
ク
ル
お

お
み
や
）
、
事
務
委
員
は
田

口
和
美
（
放
送
大
学
埼
玉
同

窓
会
）
、
相
談
役
に
笹
原
誠

二
（
サ
ー
ク
ル
お
お
み
や
）
、

学
生
新
聞
は
編
集
委
員
長
に

篠
田
安
彦
（
江
戸
時
代
の
古

文
書
を
読
む
会
）
、
編
集
副

委
員
長
と
し
て
冬
木
洋
子

（
ｅ
―
グ
ル
）
の
諸
氏
を
選

出
し
た
。

人
事
に
関
し
て
も
、
13
日

の
第
１
回
Ｃ
Ｓ
Ｃ
交
流
会
代

表
者
会
議
に
て
発
表
さ
れ
、

承
認
を
受
け
た
。
（
冬
木
）

面
接
授
業
の
定
員
に
余
裕

が
あ
れ
ば
、
追
加
登
録
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
空
席
状

況
を
学
習
セ
ン
タ
ー
Ｈ
Ｐ
・

掲
示
又
は
シ
ス
テ
ム
Ｗ
Ａ
Ｋ

Ａ
Ｂ
Ａ
で
確
認
の
上
、
学
習

セ
ン
タ
ー
窓
口
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
申
し
込
み
期

限
は
、
原
則
と
し
て
授
業
初

日
の
１
週
間
前
ま
で
で
す
。

通
信
指
導
の
提
出
期
限
は
、

平
成
28
年
6
月
７
日
（
火
）

本
部
必
着
で
す
。
遅
延
・
未

提
出
・
不
合
格
の
場
合
は
、

単
位
認
定
試
験
が
受
け
ら
れ

ま
せ
ん
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

平
成
28
年
度
２
学
期
（
10

月
入
学
）
の
学
生
募
集
が
始

ま
り
ま
す
。
出
願
期
間
は
、

第
１
回
が
6
月
15
日
（
水
）

か
ら
8
月
31
日
（
水
）
ま
で
。

第
２
回
が
9
月
1
日
（
木
）

か
ら
9
月
20
日
（
火
）
ま
で

で
す
。
知
人
・
友
人
等
を
ご

紹
介
く
だ
さ
い
。
紹
介
さ
れ

た
方
が
新
入
学
し
た
場
合
、

薄
謝
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

左
記
の
日
程
で
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
を
開
催
し
ま
す
。

放
送
大
学
に
興
味
・
関
心
の

あ
る
知
人･

友
人
に
是
非
ご

案
内
く
だ
さ
い
。

開
催
日

７
月
10
日
（
日
）
、

８
月
６
日
（
土
）

時

間

い
ず
れ
も
14
時
～

内

容

大
学
の
概
要
説
明
、

履
修
案
内
、
卒
業
生
の
体

験
談
、
施
設
見
学
、
個
別

相
談
な
ど

平
成
28
年
８
月
か
ら
、
通

常
期
間
の
窓
口
対
応
時
間
、

図
書
室
・
視
聴
学
習
室
・
情

報
端
末
室
利
用
時
間
が
下
記

の
通
り
と
な
り
ま
す
。

・
火
～
土
曜
日
＝
10
時
～
18

時
半
→

９
時
半
～
18
時

・
日
曜
日
＝
９
時
半
～
18
時

（
変
更
無
し
）
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編集委員会

〒330-0853
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TEL048-650-2611

学
生
新
聞

埼
玉
Ｃ
Ｓ
Ｃ
交
流
会
の
新
た
な
体
制

第
10
回
フ
ェ
ス
タ
は
10
月
８
・
９
日

嶋
﨑
洋
明
代
表
は
４
期
目
の
留
任

「
高
齢
者
の

自
動
車
事
故
」

笹
原
誠
二

近
頃
、
高
齢
者
の

自
動
車
運
転
事
故
の

ニ
ュ
ー
ス
が
続
い
て

い
る
。
ア
ク
セ
ル
と

ブ
レ
ー
キ
を
踏
み
誤
っ
た
り
、

ギ
ア
チ
ェ
ン
ジ
を
間
違
え
て
、

店
頭
の
シ
ョ
ー
ウ
ィ
ン
ド
ウ

に
衝
突
し
た
り
、
さ
ら
に
怖

い
の
は
、
通
行
中
の
人
の
波

に
突
っ
込
ん
で
尊
い
人
命
を

奪
う
人
身
事
故
に
発
展
し
て

い
る
例
が
少
な
く
な
い
。

レ
ジ
ャ
ー
、
送
り
迎
え
、

買
い
物
な
ど
の
際
、
車
は
使

い
慣
れ
る
と
確
か
に
大
変
便

利
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
の
慣

れ
や
安
心
感
の
隙
間
の
中
で
、

ま
さ
か
自
分
が
事
故
を
起
こ

す
な
ど
と
は
考
え
て
も
い
な

い
し
、
自
動
車
保
険
に
入
っ

て
い
る
と
い
う
油
断
を
し
て

い
る
と
、
事
故
を
起
こ
し
た

際
の
経
済
的
・
精
神
的
負
担

は
予
想
以
上
に
大
き
い
。

私
は
70
歳
の
免
許
更
新
の

機
会
に
廃
車
手
続
き
と
免
許

証
の
返
却
を
し
た
。
実
際
、

自
分
で
運
転
中
に
、
目
の
衰

え
に
よ
る
視
野
の
狭
窄
と
瞬

間
的
な
判
断
力
・
対
応
能
力

の
遅
れ
に
唖
然
と
し
た
経
験

が
あ
る
。
「
こ
ん
な
は
ず
で

は
な
か
っ
た
。
危
な
い
と
こ

ろ
だ
っ
た
」
と
い
う
の
が
実

感
で
あ
っ
た
。

今
で
は
、
時
々
自
転
車
で

近
所
に
出
か
け
て
い
る
が
、

そ
の
途
中
で
携
帯
や
ス
マ
ホ

を
片
手
に
、
バ
イ
ク
や
自
転

車
を
運
転
し
て
い
る
人
を
見

か
け
る
こ
と
が
あ
る
。
特
に

路
地
か
ら
一
般
道
路
へ
と
急

な
飛
び
出
し
や
信
号
無
視
の

急
発
進
を
目
に
す
る
と
、
こ

ち
ら
が
い
く
ら
注
意
し
て
い

て
も
、
い
つ
か
は
事
故
の
加

害
者
に
、
逆
に
被
害
者
と
な

る
恐
れ
が
あ
る
。

「
車
は
、
走
る
凶
器
で
あ

る
」
と
言
わ
れ
て
い
る
。
ぜ

ひ
交
通
ル
ー
ル
を
守
っ
て
、

無
事
故
・
無
違
反
運
転
を
心

が
け
て
ほ
し
い
。

学生手帳

平
成
28
年
度
の
代
表
と
し

て
再
任
さ
れ
ま
し
た
嶋
﨑
洋

明
（
未
来
の
会
）
で
す
。

力
不
足
で
は
ご
ざ
い
ま
す

が
、
Ｃ
Ｓ
Ｃ
交
流
会
の
更
な

る
発
展
に
寄
与
す
べ
く
全
力

を
傾
注
致
す
所
存
で
す
。
皆

様
の
更
な
る
ご
支
援
、
ご
協

力
を
賜
り
た
く
宜
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
度
の
埼
玉
Ｃ
Ｓ
Ｃ
交

流
会
の
事
業
と
し
て
は
、

「
第
10
回
埼
玉
フ
ェ
ス
タ
」

の
開
催
を
10
月
８
日
（
土
）

９
日
（
日
）
と
決
定
し
ま
し

た
。今

年
も
、
本
部
の
副
学
長

の
講
演
を
計
画
し
、
渋
谷
所

長
よ
り
來
生
新
副
学
長
に

「
特
別
公
開
講
演
」
の
依
頼

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
年
10

周
年
を
迎
え
る

「
埼
玉
フ
ェ
ス
タ
」
は
10
年

間
の
歩
み
を
企
画
展
示
す
る

と
と
も
に
、
学
生
が
交
流
す

る
場
所
と
し
て
、
更
に
親
交

を
深
め
る
催
し
物
な
ど
を
野

呂
事
務
局
長
及
び
事
務
局
の

ス
タ
ッ
フ
と
共
に
検
討
し
て

参
り
ま
す
。

「
学
生
新
聞
」
は
学
習
セ

ン
タ
ー
か
ら
の
学
習
に
関
す

る
情
報
、
サ
ー
ク
ル
の
情
報
、

学
生
か
ら
の
投
稿
等
を
ま
と

め
て
、
隔
月
に
発
行
し
て
お

り
ま
す
。
日
頃
、
学
習
セ
ン

タ
ー
を
訪
れ
る
機
会
の
な
い

学
生
の
皆
さ
ん
に
も
是
非
、

投
稿
な
ど
で
参
加
を
し
て
頂

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
４
月
か
ら
新
た
に
我
々

の
仲
間
入
り
を
な
さ
っ
た
皆

さ
ん
、
放
送
大
学
を
新
た
な

勉
学
の
場
と
捉
え
る
だ
け
で

は
な
く
、
こ
の
埼
玉
学
習
セ

ン
タ
ー
に
集
い
、
「
サ
ー
ク

ル
お
お
み
や
」
「
パ
ソ
コ
ン

サ
ー
ク
ル
（C

o
m
p
a
s
s

）
」

「
ソ
シ
ア
ル
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ
」

「
江
戸
時
代
の
古
文
書
を
読

む
会
」
「
埼
玉
英
語
倶
楽
部
」

「
塾
年
会
」
「
健
康
体
操
研

究
会
」
「
ラ
ル
ゴ
体
ほ
ぐ
し

の
会
」
「
未
来
の
会
」
「
朗

読
の
会
《
こ
こ
ろ
》
」
「
バ

ラ
ン
ス
体
操

悠
々
ク
ラ
ブ
」

な
ど
、
多
く
の
学
生
団
体
に

入
部
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
こ

れ
ら
学
生
団
体
の
大
勢
の
仲

間
と
交
流
を
深
め
、
共
に
生

き
が
い
の
あ
る
楽
し
い
キ
ャ

ン
パ
ス
ラ
イ
フ
を
享
受
さ
れ

る
よ
う
願
っ
て
お
り
ま
す
。

埼
玉
Ｃ
Ｓ
Ｃ
交
流
会
は
今

年
も
埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー
と

学
生
と
を
繋
ぐ
パ
イ
プ
役
と

し
て
、
学
生
の
皆
さ
ん
の

『
居
場
所
』
作
り
に
努
力
を

傾
注
す
る
所
存
で
す
。

通
常
期
間
の

窓
口
対
応
時
間
を
変
更

平
成
28
年
度

埼
玉
Ｃ
Ｓ
Ｃ
交
流
会

代
表
就
任
に
つ
い
て

埼
玉
Ｃ
Ｓ
Ｃ
交
流
会

代
表

嶋
﨑
洋
明

面
接
授
業
の
追
加
登
録

空
席
あ
る
授
業
を
発
表

平
成
28
年
度
第
２
学
期

学
生
募
集
を
開
始

通
信
指
導
の
提
出

期
限
を
忘
れ
ず
に

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

７
月･

８
月
に
開
催

埼玉ＣＳＣ交流会は学習

センターを楽しく活気ある

学びの場とする事を目的と

して、学生サークル、同窓

会、学習センターの三者に

より結成された団体です。

埼玉ＣＳＣ交流会

新スタート第１歩

意欲と希望を胸に

入学者の集い4/3

真剣に話に聴き入る新入生

埼玉学習センター･渋谷所長の挨拶

サークルは競って新入生を勧誘

―
生
涯
学
習
奨
励
賞
金
剛
賞
・

金
賞
を
受
賞
さ
れ
た
４
名
の

方
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
お
願
い

し
、
３
名
の
方
か
ら
回
答
を

戴
い
た
。

Ｑ
放
送
大
学
に
入
学
し
た
き
っ

か
け
は･

･･

今
福
佐
喜
男
＝
定
年
退
職
後
、

文
京
学
習
セ
ン
タ
ー
で
放
送

大
学
に
入
学
し
た
。
ス
ペ
イ

ン
語
一
科
目
の
み
で
、
２
年

間
通
学
し
た
。
日
本
文
学
を

学
び
た
か
っ
た
の
で
、
10
年

後
「
全
科
履
修
生
」
と
し
て

再
入
学
し
た
。

荒
井
芳
宏
＝
地
元
の
商
店
に

あ
っ
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
見

て
、
入
学
を
思
い
立
っ
た
。

佐
々
木
み
つ
る
＝
社
会
福
祉

施
設
で
処
遇
と
運
営
管
理
に

関
わ
り
10
数
年
。
中
間
地
点

で
仕
事
に
充
実
感
を
味
わ
い
、

何
か
も
っ
と
飛
躍
す
る
た
め

に
勉
強
を
し
た
い
と
考
え
て

入
学
を
し
た
。

Ｑ
一
番
面
白
か
っ
た
講
義

今
福
＝
「
人
間
の
探
求
」
で

卒
業
研
究
は
、
島
内
裕
子
教

授
の
指
導
を
受
け
『
源
氏
物

語
』
「
朝
顔
帖
」
を
纏
め
た
。

卒
業
後
14
年
経
過
し
た
が
島

内
ゼ
ミ
関
係
者
で
の
集
ま
り

が
続
い
て
い
る
。
卒
業
研
究

を
し
て
本
当
に
良
か
っ
た
。

皆
さ
ん
に
も
卒
業
研
究
を
お

薦
め
し
た
い
。

荒
井
＝
星
野
英
一
先
生
の

「
法
学
入
門
」
。
ロ
ー
マ
法

が
い
か
に
日
本
の
法
に
影
響

が
あ
っ
た
か
、
ロ
ー
マ
法
で

仮
説
の
検
証
が
で
き
る
。

佐
々
木
＝
千
葉･

世
田
谷･

文

京･

足
立
学
習
セ
ン
タ
ー
な

ど
を
駆
け
足
で
面
接
授
業
を

受
講
し
て
の
帰
り
に
、
そ
れ

ら
の
場
所
の
歴
史
探
訪
を
一

人
で
味
わ
っ
た
。
こ
れ
は
面

接
授
業
の
お
陰
だ
っ
た
。

Ｑ
記
憶
に
残
っ
て
い
る
事

今
福
＝
放
送
大
学
は
通
信
制

な
の
で
、
面
接
授
業
、
単
位

認
定
試
験
以
外
は
登
校
す
る

必
要
は
な
い
が
、
学
生
だ
っ

た
18
年
の
間
、
一
週
間
の
う

ち
、
三
日
は
登
校
し
て
い
た
。

授
業
以
外
の
学
校
行
事
、
サ
ー

ク
ル
活
動
、
視
聴
覚
室
、
図

書
室
の
利
用
で
あ
る
。

荒
井
＝
綾
瀬
学
習
セ
ン
タ
ー

（
現
足
立
セ
ン
タ
ー
）
に
て

の
星
野
先
生
の
民
法
中
心
の

判
例
購
読
の
面
接
授
業
。
学

生
が
質
問
す
る
の
で
は
な
く
、

教
員
が
学
生
に
質
問
す
る
授

業
。
起
承
転
結
と
は
何
か
を

教
わ
り
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
仮

説
を
立
て
る
ヒ
ン
ト
を
い
た

だ
い
た
。

佐
々
木
＝
出
張
の
帰
り
に
学

習
セ
ン
タ
ー
に
立
ち
寄
る
つ

も
り
だ
っ
た
が
、
疲
れ
が
出

た
の
か
途
中
で
気
分
が
悪
く

な
っ
た
。
し
か
し
、
運
良
く

１
日
入
院
で
済
ん
だ
こ
と
。

そ
の
後
は
挑
戦
へ
の
意
欲
を

燃
や
し
続
け
、
現
在
に
至
っ

て
い
る
。

Ｑ
在
学
生
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

今
福
＝
色
々
な
サ
ー
ク
ル
に

参
加
し
、
多
く
の
友
が
で
き

た
。
サ
ー
ク
ル
活
動
は
人
生

を
豊
か
に
す
る
。

荒
井
＝
シ
ス
テ
ム
Ｗ
Ａ
Ｋ
Ａ

Ｂ
Ａ
を
使
い
こ
な
す
こ
と
。

佐
々
木
＝
そ
れ
ぞ
れ
の
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
に
応
じ
て
頑
張

る
こ
と
が
大
切
。
仕
事
を
し

て
い
る
方
も
家
事
を
し
て
い

る
方
も
、
必
ず
何
か
の
役
に

立
つ
と
思
う
。
時
間
や
経
済

的
な
や
り
く
り
は
誰
で
も
行
っ

て
い
る
の
で
、
卒
業
を
目
指

し
て
頑
張
っ
て
ほ
し
い
。

Ｑ
今
後
の
目
標

今
福
＝
賞
を
頂
い
た
の
は
、

「
今
後
も
一
層
励
み
な
さ
い
」

と
の
指
示
と
受
け
止
め
た
。

84
歳
で
大
学
院
卒
業
を
生
涯

学
習
の
目
標
と
し
た
。
今
年

は
10
年
連
用
ダ
イ
ア
リ
ー
を

購
入
し
た
。
9
年
は
も
つ
計

算
で
あ
る
。
学
校
は
10
階
ま

で
階
段
を
上
っ
て
い
る
。
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
は
使
用
し
な
い
。

荒
井
＝
「
田
中
正
造
の
弁
明
」

と
い
う
仮
説
を
検
証
す
る
事
。

佐
々
木
＝
勉
強
を
続
行
中
で
、

現
在
は
さ
い
た
ま
市
社
会
福

祉
審
議
会
委
員
な
ど
を
担
っ

て
い
る
。
今
後
も
社
会
貢
献

を
続
け
る
こ
と
が
目
標
。

生
涯
学
習
奨
励
賞

金
剛
賞･

金
賞
受
賞
者

ア
ン
ケ
ー
ト



★
６
月
９
日
（
木
）

「
横
浜
中
華
街
で
グ
ル
メ

の
食
べ
歩
き
」

東
急
渋
谷
駅
よ
り
一
日
乗

車
券･

食
事
つ
き
セ
ッ
ト

券
（
２
５
０
０
円
）
利
用

★
７
月
21
日
（
木
）

秋
の
研
修
旅
行
と

下
期
活
動
計
画
の
検
討

Ｄ
Ｖ
Ｄ
鑑
賞

★
活
動
日
＝

第
２
・
第
４
木
曜
日

★
活
動
日
＝
毎
週
金
曜
日

★
活
動
日
＝

５
月
22
日
（
日
）･

６
月

５
日
（
日
）･

18
日
（
土
）

★
５
月
24
日
（
火
）

第
３
講
義
室

新
入
会
募
集
中

★
活
動
日
＝
毎
週
火
曜
日

５
月
24
日
、
31
日

10
時
半
～

★
活
動
日
＝
第
４
講
義
室

毎
週
火･

木
曜
日

★
活
動
日
＝
水
曜
日

８
階
講
堂
１
時
半
〜
3
時

★
５
月
28
日
（
土
）

10
時
～
12
時
、
8
階
講
堂

★
６
月
14
日
（
火
）

13
時
～
16
時
第
１
講
義
室

定
例
会
・
勉
強
会

勉
強
会
テ
ー
マ
＝
「
熟
年

会
員
の
愛
す
る
映
画
ベ
ス

ト
フ
ァ
イ
ブ
決
定
会
議
」

★
５
月
26
日
（
木
）

江
ノ
電
と
鎌
倉
散
策

★
６
月
23
日
（
木
）

堀
切
菖
蒲
園
と
柴
又
散
策

★
パ
ソ
コ
ン
楽
習
会

東
日
本
大
震
災
後
、
日
本

列
島
の
地
下
は
ぐ
ち
ゃ
ぐ
ち
ゃ

に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

熊
本
の
地
震
は
な
か
な
か
落

ち
着
か
ず
、
関
東
地
方
も
震

度
５
弱
の
地
震
で
驚
か
さ
れ

ま
し
た
。
事
務
室
の
窓
口
で
、

熊
本
地
震
義
援
金
を
受
け
付

け
て
い
る
そ
う
で
す
。
（
冬
）

第４４号 学 生 新 聞 平成２８年５月２０日2

サ
ー
ク
ル
案
内

サ
ー
ク
ル

お
お
み
や

江
戸
時
代
の

古
文
書
を
読
む
会

熟

年

会

健
康
体
操
研
究
会

編
集
後
記

・1981 年/1982年（危機遺産登録）

・登録基準(ⅱ)(ⅲ)(ⅵ）

登録基準(ⅱ):文化の価値観の相互交流を示

す遺産

登録基準(ⅲ):文化的伝統や文明の存在に関

する証拠を示す遺産

登録基準(ⅵ):人類の歴史上の出来事や伝統､

宗教､芸術などと強く結びつく

遺産

エルサレムは、ユダヤ教、キリスト教、イス

ラム教の３つの宗教にとって極めて重要な意味

を持つ聖地である｡

紀元前千年頃、エルサレムはダビデ王によっ

て古代イスラエル王国の首都とされた。ダビデ

王の後をついだソロモンは､町の中心部にある

モリヤの丘に「十戒」を納めたエルサレム神殿

を建設した｡十戒は､ユダヤ教の唯一神ヤハウエ

がモーゼに与えたとされる戒律であり、エルサ

レムは政治的にも宗教的にもユダヤ人の中心と

なった。しかし紀元前63年エルサレムはローマ

帝國の支配下に置かれ、さらに紀元後70年にロー

マ軍によって市街と神殿が破壊され、ヘロデ王

が築いた西壁の一部だけが残された｡ユダヤ人

は神殿のあった丘から追放されて故国を失い、

以後、世界各国に離散(Diaspora ディアスポラ)

することを余儀なくされた。残された西壁はそ

の後「嘆きの壁」としてユダヤ教徒が祈りをさ

さげる聖地となっている。

エルサレムは、キリスト教徒にとってイエス・

キリストが十字架刑に処せられた場所として重

要な聖地となり、磔刑に処せられたゴルゴダの

丘には聖墳墓教会が建てられた。

またイスラム教徒にとっては、開祖ムハンマ

ドが神の啓示を受け天界に旅立つた場所とされ、

旅立つたとされる岩は「岩のドーム」で覆われ、

メッカ・メデイナに次ぐ聖地として信仰を集め

ている。

３つの宗教の聖地であるエルサレムは、その

所有権を巡り宗教間の争いの舞台になった。63

8年にイスラム軍に占領され、十字軍によって1

099年キリスト教徒の手に戻り､1187年にはイス

ラムのサラデインの侵攻によりイスラム教徒の

街となった。以降は一時期を除き20世紀初頭ま

でほぼイスラム教徒の支配下にあった。このよ

うな紛争のあいだに多くの神殿や礼拝堂が失わ

れた。

帰属問題は現在でも決着がついておらず、エ

ルサレムは第１次中東戦争により東西に分割さ

れて、第３次中東戦争以降は東エルサレムもイ

スラエルが占領している｡こうした情勢のため､

例外的にヨルダン・ハシエミット王国が世界遺

産として申請し、遺産保有国は、唯一実在しな

いエルサレムになっている。

エルサレムの旧市街は、オスマン帝国時代に

築かれた約１㎞四方の城壁に囲まれており、歴

史的､宗教的に貴重な建築物が数多く残されて

いる。しかし、パレスチナとイスラエルの紛争

に加え急激な都市化、観光による被害が増大し､

維持管理費不足などを理由に、1982年に危機遺

産リストに記載された。

世界遺産・
エルサレムの旧市街とその城壁群
(Old City of Jerusalem and its Walls)

荒川良雄

囲
碁
専
科

若
冲
の
鯉
も
飛
び
出
す
こ
ど
も
の
日

明
美

満
開
の
桜
一
本
吉
野
窓

由
美

ポ
ト
マ
ッ
ク
川
の
葉
の
色
み
ど
り
の
日

順

う
ら
ら
か
や
ア
ト
ム
流
る
る
発
車
音

厚
子

蚕
豆
や
昨
日
も
今
日
も
曇
空

八
重
子

子
羊
に
草
の
弾
力
み
ど
り
の
日

保
子

若
葉
風
刺
繍
の
木
枠
は
ず
さ
る
る

安
代

鱗
描
く
飛
行
機
雲
や
鯉
幟

と
く
江

み
ど
り
の
日
一
つ
花
の
名
覚
え
け
り

光
娥

掬
ひ
た
る
海
の
一
片
蛍
烏
賊

十
詩

（
つ
み
草
）

第
２
木
曜
１
時
・
第
５
講
義
室
・
見
学
歓
迎

朗
読
の
会
「
こ
こ
ろ
」

俳

句

エ
ル
サ
レ
ム
市
内
の
各
居
住
区

投稿コーナー
『
城
の
あ
る
町
に
て
』

梶
井
基
次
郎
は
、
小
説

『
檸
檬
』
が
代
表
作
の
夭
折

の
作
家
で
あ
る
。
彼
に
は
、

『
城
の
あ
る
町
に
て
』
と
い

う
短
編
小
説
が
あ
る
。
彼
は

療
養
の
た
め
に
姉
の
家
に
一

夏
滞
在
し
た
。
松
阪
が
小
説

の
舞
台
で
あ
り
、
松
阪
城
跡

の
高
台
に
立
ち
、
町
を
一
望

す
る
描
写
が
あ
る
。

北
海
道
の
名
付
け
親

松
阪
出
身
の
松
浦
武
四
郎

を
知
る
人
は
少
な
い
が
、
幕

末
か
ら
明
治
初
頭
に
か
け
て
、

蝦
夷
の
地
を
現
地
の
ア
イ
ヌ

人
の
協
力
を
得
て
、
内
陸
ま

で
探
査
を
行
っ
た
人
物
で
あ

る
。
『
東
西
蝦
夷
山
川
地
理

取
調
図
』
を
出
版
し
た
。

彼
は
ア
イ
ヌ
語
で
、
ア
イ

ヌ
人
の
地
と
呼
ぶ
、
こ
の
地

に
漢
字
を
当
て
、
《
北
海
道
》

と
命
名
し
た
。
彼
は
〈
北
海

道
人
〉
の
雅
号
を
用
い
、

『
蝦
夷
漫
画
』
も
出
版
し
、

ア
イ
ヌ
人
の
文
化
を
紹
介
し

た
。
ア
イ
ヌ
の
人
々
か
ら
も

尊
敬
さ
れ
て
い
る
。

（
「
歴
史
と
人
間
08
」
参
照
）

忍
者
の
町
・
伊
賀
へ

さ
て
、
三
日
目
も
快
晴
。

松
阪
駅
で
東
西
に
別
れ
て
、

我
々
は
西
の
鈴
鹿
の
山
中
に

向
か
う
。
伊
賀
神
戸
駅
で
、

二
両
だ
け
の
電
車
に
乗
り
換

え
る
と
、
網
棚
に
忍
者
姿
の

布
人
形
の
先
客
あ
り
、
我
々

の
中
に
も
、
紙
の
手
裏
剣
を

持
っ
て
、
乗
車
の
好
々
爺
が

い
て
、
保
育
園
児
に
大
い
に

歓
迎
さ
れ
た
。

車
窓
に
は
、
コ
ス
モ
ス
咲

く
の
ど
か
な
田
園
風
景
。

「
あ
れ
」
と
、
そ
ろ
そ
ろ
と
、

女
史
が
バ
ッ
ク
か
ら
取
出
し

た
の
は
、
早
朝
の
女
性
全
員

で
の
大
捜
索
で
も
発
見
で
き

な
か
っ
た
腕
時
計
で
あ
っ
た
。

伊
賀
市
駅
の
改
札
を
出
る
と
、

黒
い
数
人
の
く
ノ
一
の
お
出

迎
え
。
そ
こ
へ
黒
の
衣
装
の

市
長
ま
で
が
登
場
し
て
の
歓

迎
ぶ
り
で
あ
る
。
駅
の
す
ぐ

前
が
市
役
所
。
さ
す
が
、
忍

者
の
町
で
あ
る
。

芭
蕉
さ
ん
の
生
誕
の
地

市
役
所
の
裏
の
小
高
い
公

園
の
静
か
な
木
立
の
中
に
芭

蕉
記
念
館
。

ま
だ
、
若
い
頃
の
俳
号
で

の
直
筆
の
短
冊
、
書
籍
な
ど

が
あ
り
、
芭
蕉
が
愛
用
の
く

た
び
れ
た
張
り
笠
な
ど
は
い

か
に
も
、
旅
に
明
け
暮
れ
た

芭
蕉
ら
し
い
展
示
物
で
あ
っ

た
。も

み
じ
の
色
づ
き
始
め
た

公
園
の
奥
に
、
屋
根
が
先
ほ

ど
見
た
張
り
笠
の
形
の
建
物

が
あ
る
。
芭
蕉
の
旅
姿
を
イ

メ
ー
ジ
し
た
《
俳
聖
堂
》
だ
。

生
誕
三
百
年
記
念
に
建
て
ら

れ
た
。
暗
い
堂
内
を
覗
く
と
、

伊
賀
焼
の
穏
や
か
な
表
情
の

芭
蕉
翁
坐
像
が
鎮
座
し
て
い

た
。市

役
所
の
垂
れ
幕
も
芭
蕉

の
句
。
草
む
ら
に
句
碑
が
さ

り
げ
な
く
あ
り
、
句
碑
は
市

内
に
八
十
も
あ
る
そ
う
だ
。

市
民
が
芭
蕉
さ
ん
と
親
し
み

を
込
め
て
呼
ぶ
芭
蕉
生
誕
の

町
で
あ
る
。

芭
蕉
の
生
家

閑
静
な
大
通
り
に
土
塀
の

生
家
が
あ
る
。
安
政
の
大
地

震
で
被
災
し
、
改
築
さ
れ
た

家
で
あ
る
と
い
う
。

「
要
頭
上
注
意
」
の
低
い

く
ぐ
り
戸
か
ら
入
る
と
暗
い

土
間
が
奥
ま
で
続
い
て
い
る
。

右
手
に
座
敷
が
あ
り
、
高
い

天
井
の
厨
に
、
か
ま
ど
が
あ

る
。
通
り
抜
け
て
庭
に
出
る

と
、
盛
り
を
過
ぎ
た
大
き
な

芭
蕉
の
花
が
見
え
た
。
芭
蕉

が
、
起
居
し
た
と
い
う
質
素

な
釣
月
軒
が
あ
っ
た
。

愛
染
院
・
故
郷
塚

い
よ
い
よ
、
旅
の
最
後
は

芭
蕉
の
家
の
菩
提
寺
で
あ
る

愛
染
院
。
芭
蕉
は
、
江
戸
に

向
う
時
に
処
女
句
集
の
『
貝

お
ほ
ひ
』
を
奉
納
し
て
い
る
。

芭
蕉
は
元
禄
七
年
、
大
阪
で

五
一
歳
で
亡
く
な
り
、
墓
は

滋
賀
県
の
義
仲
寺
で
あ
る
。

故
郷
の
愛
染
院
に
は
、
芭
蕉

の
遺
髪
が
納
め
ら
れ
て
い
る
。

境
内
に
は
故
郷
塚
以
外
に
も
、

小
さ
な
句
碑
が
幾
つ
も
立
て

ら
れ
て
い
た
。

亀
山
経
由
で
帰
路
に
就
い

た
。
天
候
に
恵
ま
れ
、
源
氏

物
語
ゆ
か
り
の
伊
勢
、
斎
宮

を
巡
り
、
伊
勢
神
宮
お
か
げ

参
り
の
街
道
の
松
阪
の
旅
籠

に
泊
ま
り
、
さ
ら
に
芭
蕉
生

誕
の
地
・
伊
賀
を
訪
ね
て
、

楽
し
く
、
実
り
多
い
旅
で
あ
っ

た
。こ

の
計
画
を
た
て
、
旅
の

先
達
を
務
め
た
若
松
豊
さ
ん

は
、
卒
業
研
究
に
芭
蕉
の
奥

の
細
道
を
選
び
、
以
来
、
各

地
の
芭
蕉
の
足
跡
を
辿
る
旅

を
重
ね
ら
れ
た
が
、
残
念
な

こ
と
に
こ
の
旅
の
三
か
月
後

に
逝
去
さ
れ
た
。

こ
の
楽
し
い
旅
の
思
い
出

を
大
切
に
し
て
、
さ
ら
に
古

典
文
学
を
学
び
続
け
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

エルサレム旧市街と城壁群

バ
ラ
ン
ス
体
操

悠
悠

伊
勢
路
の
旅
（
続
き
）

芭
蕉
さ
ん
生
誕
の
地
へ

大
塚
絹
子

埼
玉
英
語
倶
楽
部

ラ
ル
ゴ
体
ほ
ぐ
し
の
会

ソ
シ
ア
ル
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ

◆サロンしぶや『クラシック音楽の魅力』
講師:渋谷治美(埼玉学習ｾﾝﾀｰ所長）
第１回：５月２６日(木)14時～16時
会場：第１講義室 定員：６０名

◆サロンたかの ～心のオアシス－７～
講師：高野みどり

（埼玉学習ｾﾝﾀｰ客員教員）
第１回：５月２８日(土)14時～17時
会場:第４講義室

◆サロンながさわ 『触媒』
講師：永澤 明(埼玉学習ｾﾝﾀｰ客員教員）
開催日: ５月２９日(日)14時半～17時
会場：第４講義室

◆サロンあんどう
『都市の公共交通を考える』

講師：安藤 陽（埼玉学習ｾﾝﾀｰ客員教員）
開催日: ６月７日(火)14時～15時半
会場：第２講義室

一
般
公
開
講
演
会

５月からのサロン

「『万葉集』歌の旅情の表現

―遣新羅使人等の月を詠む歌―」

講師：平舘英子(元日本女子大学教授）

日時：５月２９日(日) 14時～16時

会場：埼玉学習センター ８Ｆ講堂


